
﹇
削
る
﹈

ロ

携
帯
移
動
地
球
局
の
送
信
装
置
の
条
件

変
調
方
式
は
、
四
相
位
相
変
調
で
あ
る
こ
と
。

変
調
信
号
は
、
パ
ル
ス
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
送
信
速
度
は
、毎
秒
五
〇
キ
ロ
ビ
ッ

ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ

携
帯
移
動
地
球
局
の
送
信
又
は
受
信
す
る
電
波
の
偏
波
は
右
旋
円
偏
波
で
あ
る
こ
と
。

ハ

﹇
同
上
﹈

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
号
（
第
５
条
関
係
）

別
表
第
一
号
（
第
５
条
関
係
）

周
波
数
の
許
容
偏
差
の
表

周
波
数
の
許
容
偏
差
の
表

［
表
略
］

［
表
同
左
］

［
注
１
～
42
略
］

［
注
１
～
42
同
左
］

43
161825

M
H
z







か
ら
16265

M
H
z ま
で
又
は
2655

M
H
z か
ら
2690

M
H
z ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使

用
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
電
波
の
周
波
数
の
許
容
偏
差
は
、
こ
の
表
に
規

定
す
る
値
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

43
162135

M
H
z







か
ら
16265

M
H
z ま
で
又
は
2655

M
H
z か
ら
2690

M
H
z ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使

用
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
電
波
の
周
波
数
の
許
容
偏
差
は
、
こ
の
表
に
規

定
す
る
値
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。


161825M

H
z







か
ら
16265M

H
z ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設
備
30（
10
－
６）


162135M

H
z







か
ら
16265M

H
z ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設
備
30（
10

－
６）

［

略
］

［

同
左
］

［
44～
57
略
］

［
44～
57
同
左
］

別
表
第
二
号
（
第
６
条
関
係
）

別
表
第
二
号
（
第
６
条
関
係
）

［
第
１
～
第
39
略
］

［
第
１
～
第
39
同
左
］

第
40
161825

M
H
z







か
ら
16265

M
H
z ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設

備
の
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
は
、
第
１
か
ら
第
４
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
が
別
に
指











定
す
る
。
こ
の
指
定
を
す
る
場
合
に
は
、
電
波
の
型
式
に
冠
し
て
表
示
す
る
。

































第
40
162135

M
H
z







か
ら
16265

M
H
z ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設

備
の
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
は
、
第
１
か
ら
第
４
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
315k

H
z と
す
る
。










［
第
41～
73
略
］

［
第
41～
73
同
左
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

（
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
郵
政
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

別
表
第
一
号

技
術
基
準
適
合
証
明
の
た
め
の
審
査
（
第
六
条
及
び
第
二
十
五
条
関
係
）

別
表
第
一
号

﹇
同
上
﹈

一

技
術
基
準
適
合
証
明
の
た
め
の
審
査
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

﹇
同
上
﹈

﹇

・

略
﹈

﹇

・

同
上
﹈

特
性
試
験

﹇
同
上
﹈

申
込
設
備
に
つ
い
て
、
次
に
従
つ
て
試
験
を
行
い
、
か
つ
、
技
術
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
。

ア

次
の
表
の
一
の
欄
に
掲
げ
る
装
置
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
二
の
欄
に
掲
げ
る
試
験
項
目
ご
と
に
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
三
の
欄
に
掲
げ
る
測
定
器
等
を
使
用
し
て
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
試
験
方
法
又
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
方
法
に
よ
り
同
表
の
四
の
欄
の
特
定
無
線
設
備
の
種
別
に
従
つ
て
試
験
を
行
う
。

ア

﹇
同
上
﹈

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
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